者と して は、 耻ぢる 事な しに 此を 調べて、 仔細に 考へ 

て 見る 必要が あらう。 

又 近頃 は、 哲学 畑から 出た 人が、 真摯な 態度で 神道 を 

研究して ゐられ る 事で あるが、 中にはお 木像に も だん 

服 を 著せた 様な、 神道 論 も 見受けられる やうで ある。 

此 など も甚 困った ものである。 要するに、 現代の 神道 

研究 態度の すべてに 通じて 欠陥が ある、 と 私 は 思 ふ。 

そこで 私の 意見 は、 国 学院 雑誌 (昭和 二 年 十一 月 号の 

巻頭言) にも 述べて 置いた が、 現代の 神道 研究に 於て 

は、 古代 生活の 根本 基調、 此を きいのお ととい ふか、 

てえ まと 云 ふか、 とにかく、 大本の 気分 を 定める もの 



まで 突き詰めて 研究され てゐ るか、 此が 一 番の 問題で 

あると 思 ふ。 勿論 或 点まで は、 随分 先輩の 人々 も 試み 

ら れてゐ るに 違 ひない が、 それ 等 は 何れも 皆、 天井で 

つかへ てゐ る。 譬 へば、 神道と いふ 語 自身が、 何処か 

ら 来て ゐ るか すら、 今までに 十分、 徹底して 調べた 人 

力る レ 

私 は、 神道と いふ 語が 世間 的に 出来た の は、 決して、 

神道の 光栄 を 発揮す る 所以で ない と 思 ふ。 寧、 仏家が 

一 種の 天 部 -提 婆の 道、 即 異端の 道と して、 「法」 に 対 

して 「道」 と 名 づけた ものら しいので ある。 さう した 

由緒 を 持 つた 語で ある 様 だ。 



日本 紀 あたりに 仏法 • 神道と 対立して ゐる 場合 も、 や 

はリ、 さう である。 大きな 教へ に対して、 其 一部に 含 

めて 見て よい、 従来の 国 神即、 護法 善 神の 道と しての 

考へ である。 

だから 私 は、 神道なる 語 自身に、 仏教 神道. 陰陽師 神 

道 • 唱門師 神道 • 修験 神道 • 神事 舞 太夫 • 諸国 鍵 取り 

衆な どの 影の、 こびり ついて ゐる事 は 固より、 語原 其 

自身から して、 一種の 厭 ふべき 姿の、 宿命的に つき 纏 

うて ゐ るの を耻づ るので ある。 だから、 今日の 神道の 

内容 を 盛る 語で はない、 と 信ずる ので、 近来、 尠 くと 

も 私 だけ は、 神道と いふ 語 を 使 はない 事に して ゐる。 



私は此 自説 を 証明す る 文献 上の 拠り 処を、 今までに 可 

なリ 多く 見た が、 若し 果して、 神道の 光栄 を 表する 語 

である 事が、 学問的に 証明 せられる やうならば、 いつ 

でも、 真に 喜び勇んで、 元に 引き戻す 覚悟で ある。 し 

かし 今日の 処 では、 神道 それ 自身の 生んだ、 光明に 充 

ちた 語で ある、 と は 思 ふ 事が 出来ない。 

記 • 紀 若しくは、 祝詞な ど を 見る と、 中には、 古語- 

神 語な どい ふべき 古い 語が、 随分 ある。 其 等の 言葉 は、 

不思議に も、 大抵 此を 現代語に 書き改める ことの 出来 

る 程に、 研究 は 積まれて ゐ るが、 私の 経験で は、 真に 

其が 不思議で ある。 私の 今まで 最 苦しんだ の は、 祝詞 



であった。 既に、 今までに、 半分 位、 二度まで も、 口 

訳文 を 書き直して 見た が、 其 結果、 祝詞の 表現 法 を 余 

程 会得した。 尠くとも、 私自身と して は、 胸の 奥 • 心 

の 底から 感得した と 思うて ゐる。 

私 は 学校で、 万 葉の 講義 をして ゐ るが、 時々、 なぜ こ 

ん なに、 すらく と 平気に、 講義 をす る ことが 出来る 

か、 と 不思議に 思 ふ 事が ある。 先達 諸家の 恩に 感謝す 

る 事 は 勿論で あるが、 此処に 疑 ひが ある。 教 へながら、 

釈 きながら 居る 人の 態度と して、 懐疑 的で あると いふ 

の は、 困った ものであるが、 事実、 日本の 古い 言葉- 

文章の 意味と いふ もの は、 さう 易々 と釈 ける もので は 



なさ、 うだ。 時代に より、 又 場所に よって、 絶えず 浮 

動し、 漂流して ゐ るので ある。 然るに、 昔から 其 言葉 

に は、 一定の 伝統的な 解釈が ついて ゐて、 後世の 人 は 

其に 無条件に 従うて ゐ るので ある。 私 は、 これ 程 無意 

義な事 はない と考 へる。 

其 は 私が、 祝詞に 於け る 経験 及び、 古事記 或は 降って、 

源氏物語 を 現代語に 訳し 直して、 書き改めて 見ての、 

厳粛な 実感で あるが、 譬 へば 「天 之 御蔭. 日 之 御蔭」 

とい ふ 言葉で も、 さう である。 恐らく 現今で は、 あの 

言葉が、 常に 同じ 用語 例 を 守って ゐる もの、 と 信じて 

ゐる 人は尠 いで あらう が、 尚、 少数の 守株の 敬虔 家の 



ある こと も考 へられる。 其 外の 古い 言葉で も、 記. 紀- 

祝詞. 続紀. 風土記の 類 を 通じて、 用 ゐられ て ゐる同 

語に して、 同じ 用語 例に 入れて は、 解けない ものが 多 

く 存在す る。 此は、 今日の 言葉に 就ても、 言 はれる 事 

であらう と 思 ふが、 其が 典型的な 語義で ある、 と 予断 

されて ゐる 以外に、 もっと 違った 形の ある 事が、 忘れ 

ら れてゐ はすまい か。 若し そんな 事実がない と 思 ふな 

らば、 其 は 余りに、 前代の 学者の 解釈に たより 過ぎて、 

当然せ ねばならぬ 研究 を、 十分に して ゐ ない 為で は あ 

るまい か。 此 だけ は、 どなたの 前に 立っても、 私の 言 

ひ 得る ことあげ である。 



次 田 潤さん も、 あの 「祝詞 新講」 を 公に される までに 

は、 随分 苦しまれた であらう と 思 ふが、 実際に 古い 言 

葉 を 現代語に 引き直して 見る と、 つくん \ 困難 を 感ず 

る。 尤、 一通りの 解釈 は 誰に でもつ くが、 本当に 深く 

考へ 出す と、 訣ら ない 事が 多い。 思 ふに 此は、 口伝へ 

の 間に 変化した もので、 各 時代、 各個 人の 解釈で、 類 

型 的の 意味に 於ての 語義の、 次第に 其 形が 改められて 

行った 結果で あらう。 

前に 言うた 「天 之 御蔭 • 日 之 御蔭」 の 語で も、 家の 屋 

根と も 解せられ るが、 又 万 葉巻 一の 人 麻呂の 詠ら しい 

「藤 原宫 御井 歌」 を 見る と、 天日の 影 をう つす 水と も 取 



を 云 ふの を 忘れて 了うて ゐ るので ある。 そんな 事 を こ 

くめい に 云 はずと も、 漠然たる 常套 的の 感じ を 誘ふ詞 

章で、 天子の 齢 を 祝福す る 事が 出来る からで ある。 其 

外に 又、 出 雲 国 造 神 寿詞の 「天 乃 美 賀秘」 —— 秘の字 

は、 相 変らず 疑問 —— は、 頭に 冠る かつらの 事で あつ 

て、 此も 畢竟、 播磨 風土記な どに 見えた、 兜の 類に 言 

うた^^で あるが、 普通の 天 之 御蔭. 日 之 御蔭と は、 

大分 用ゐ 方が 違って ゐる。 

とにかく、 かう いふ 風に 祝詞 を 見る と、 天 之 御蔭 • 日 

之 御蔭と いふ 事 は、 色々 な 場合に 使 はれて ゐ るが、 其 

意味 は、 常に 一定して ゐな いので ある。 そして、 其が 



殆ど、 無理 会の ま、 に、 使 はれて ゐ るので ある。 

かう いふ 事 を 公言す るの は、 或は 敬虔な 先達に、 礼 を 

失する ことになる かも 知れぬ が、 私 は 式の 祝詞 を、 そ 

れ程 古い ものと は 思って ゐ ない。 其 は 言語 史の 上から 

もっとも 

立証 出来る 事で ある。 尤 文中の 一 部に は、 かなり 古 

いもの を 含んだ もの も あるが、 新しい ものが 最多くて 

其 上に、 用語が 不統一 を 極めて ゐる。 第一義と か、 第 

ニ義. 第三 義と いふ 様な 関係で はなく、 口の 上で 固定 

した、 不文の 古典の 中から、 勝手に 意味 を抽き 出して 

来て、 面々 の理 会に 任せて、 使って ゐ るので ある。 さ 

すがに、 古い 神聖な 信 S: を 伝へ てゐ る阃処 では、 妄リ 



に 意味 を替 へ る 様な 事 をし な い で、 譬ひ 意味が 訣らず 

とも、 固定の ま、 又は、 曲り なりに 使って ゐ るが、 そ 

れ でも 時代が 重なると、 替ら ざる を 得ない 事になる。 

譬 へば、 神 典の 天孫 降臨の 章 を 見ても、 記. 紀を 突き 

合せて 見る と、 凡 三 通りに 分れて ゐる。 まづ 古事記 を 

見る と、 「於 二 天 浮 橋 一、 宇岐 士摩 理、 蘇理 多多 斯弓 一」 

と ある。 随分 奇妙な 文句で あるが、 日本 紀の 方に は、 

これ を 「則 自ニ檍 日 二 上天 浮 橋 一 立 二 於 浮 渚 在平処 一」 

となって をり、 更に 一書に も、 別 様に 伝へ てゐ るで は 

ないか。 此等は 何れも、 それん \ の、 伝承の 価値 を 重 

ん じて 書いた もので、 後世の 理会 では、 妄りに 動かす 



事が 出来ない から、 記録 当時まで、 元の 姿で 置かれて 

ゐ たので ある。 

ところが、 実用 語と なると、 そんな 訣に はいかない。 

新しい 意味が 加 はると、 段々 其方に 移って 行く から、 

何処まで が、 果して 根本の 語義に 叶うて ゐる のか、 訣 

ら なくなって 了 ふ。 今日 伝 はって ゐる 解釈 は、 畢竟 誰 

か、 V、 い、 加減な 所で、 合理的に 解釈して 出来た ので 

は あるまい か、 と 思 ふ。 

とにかく、 古い 言葉 を 仔細に 研究して 見る と、 今まで 

の 伝統の 解釈 は、 殆ど 唯、 碁盤の 上の 捨て石の 様な、 

見当 定めの 役の 外、 何にもな つて ゐ ない 事が 多い。 随 



まづ 祝詞の 中で、 根本的に 日本人の 思想 を 左右して ゐ 

る 事実 は、 みこと もちの 思想で ある。 みこと もちと は、 

お 言葉 を 伝達す る もの ゝ 意味で あるが、 其お 言葉と は、 

畢竟、 初めて 其宣を 発した 神のお 言葉、 即 「神 言」 で、 

神 言の 伝達 者、 即 みこと もちな ので ある。 祝詞 を唱へ 

る 人 自身の 言葉 其 ものが、 決してみ ことで はない ので 

ある。 みこと もち は、 後世に r 宰」 などの 字 を 以て 表 

されて ゐ るが、 太夫 をみ こと もちと 訓む例 も ある。 何 

れ にしても、 みこと を 持ち 伝へ る 役の 謂で あるが、 太 

夫の 方 は 稍 低級な みこと もちで ある。 此 に対して、 最 

高位の みこと もち は、 天皇陛下で あらせられる。 即、 



天皇陛下 は、 天神の みこと もちで お出で あそばす ので 

ある。 だから、 天皇陛下のお 言葉 を も、 みことと 称し 

たので あるが、 後世 それが 分裂して、 天皇陛下の 御代 

りと しての みこと もちが 出来た。 それが 中臣 氏で ある。 

古語 拾遺 は、 其 成立の 本旨から 見ても 知れる 如く、 斎 

部 広 成が、 やっきと なって、 中臣. 斎部の 同格 説を唱 

へて ゐ るが、 私 は 元来、 あの 古語 拾遺に 余り 重き を 置 

いて ゐ ない。 古い 事 を 研究す るのに は、 あまり 大切な 

ものと は 思へ ぬ。 尠くとも、 私の 研究 態度に は、 足 手 

纏 ひに こそ なれ、 あまり 役立って 来て ゐ ない 事 を 告白 

する。 私 は、 あの 中には、 確に、 後世 的の 合理 説が 這 



入って ゐる、 と 思 ふ 部分が 多い ので あるが、 そんな 事 

そもそも 

は 第二と して、 抑、 中臣 氏と 斎部 氏との 社会的 位置 

が 同じであった、 とい ふ 事から して、 誤りで ある。 斎 

部 氏 は 最初から、 決してみ こと もちではなかった ので 

ある。 謂 は >、 山祇 のみこと もちと いふ 事に なり さう 

に 思 ふ。 ことほぎの 基礎になる いは ひごと を、 伝誦す 

る 部 曲 及び 伴 造であった ので、 天子の 代宣 者と は 言へ 

ない ので ある。 古典 研究者の 資料 鑑別 眼が、 幾ら 進ん 

でも、 心理的 観入の 欠けた 研究 態度 を 以て、 科学と す 

る 間 は 駄目 だ、 と 思 ふ。 さう いふ 訣で、 天子の みこと 

^は、 中臣 氏で ある。 だが、 此は、 根本に 於ての 話 



小さな みこと もちで も、 最初に 其み こと を 発した もの 

と、 尠くとも、 同 一 の 資格 を 有する と 言 ふ 事で ある。 

其 は、 唱へ言 自体の 持つ 威力であって、 唱へ言 を宣リ 

伝へ てゐる 瞬間 だけ は、 其 唱へ言 を 初めて 言 ひ 出した 

神と、 全く 同じ 神に なって 了 ふので ある。 だから、 神 

言 を 伝へ させ 給 ふ 天皇陛下が、 神で あらせられ るの は 

勿論の こと、 更に、 其 勅 を 奉じて 伝達す る 中臣、 その 

カム ダチ 

他の 上達部 —— 上達部 は 元来、 神※ 〔# 「广+ 寺」、 U + 

5EA4、 151-14U 部であって、 神※ 〔# 「广+ 寺」、 U + 5EA4、 

151-14〕 に 詰めて ゐる 団体 人の 意で ある —— は、 何れも 

皆、 みこと もちた る 事に よ つて、 天皇陛下 どころ か 直 



此中臣 氏が、 宮廷に 於け る 男性の みこと もちであった 

のに 対して、 別に 又、 宮廷の 婦人に も、 一 種の みこと 

4^ らしい ものが ある。 推察す ると ころ、 此 等の 婦人 

たち は、 口で みこと を 伝へ たで あらう と 思 はれる が、 

其が 後に、 文書の 形に 書き取られる 様になつ たのが、 

所謂、 内侍 宣. 女房 宣 であらう。 後期 王朝に なると、 

かう いふ 婦人た ち を、 みこと もちと しての 資格 を 持つ 



帝 あたりまで、 大抵、 水神の 娘で ある。 さう して、 さ 

^媛 すら 「水の 女」 の 要素 を 十分に 持って ゐられ た 

事が 窺へ るので ある。 要するに、 出 雲 系の 神 は 皆 「水 

の 神」 又は 「水の 女」 で、 試みに、 す さの を . お ほく 

にぬしの 系統 を迪 つて 行く と、 大抵 水神で ある こと を 

発見す る。 とにかく、 代々 の 后妃に 出 雲 系、 随 つて、 

水神 系の 多い 事 は、 事実であって、 此で 見る と、 代々 

の 妃嬪は 古く 皆、 水神の 娘の 資格で、 宮廷に 上られ、 

更に、 出 雲 系の 女の 形式 を 以て、 仕へ 始められ たもの 

とい ふ 事が、 出来さう なので ある。 

此に 関聯して、 一 つ 不思議な ことがある。 それ は垂仁 



現れて、 天子の 物忌みの 小 佩 を 解く 役の 人で ある。 



五 



此 みこと もちの 思想が 変形す ると、 今度 は 「申」 更 I 



簡単に なると 「預」 になる。 「申」 となると、 みこと も 

おより は、 少し 意味が 広くな つて、 摂政の 如き もの も 

「政 申す つかさ」 である。 此 「申す」 とい ふの は、 や は 



り 唱へ言 をす る 事で、 古く は、 下から 上への、 奏上す 

る 形式で ある。 謂 は > 「覆 奏」 が 原義に 近いので あつ 

た。 後に 譬ひ、 唱へ事 は 云 はない としても、 やはり 其 

処 から、 出立して 来て ゐ るので ある。 

そこで 「祭」 とい ふ 事と 「政」 との 区別 は、 既に、 先 

師三矢 重 松 先生が 殆ど 完全な 処 まで 解釈 をつ けられた 

が、 幾らか まだ、 言 ひ 残された 所が あると 思 ふ。 此区 

別 を 知る に は、 天皇陛下の 食 国の 政と いふ 事の、 正し 

い 意義 を 調べる のが、 一番の 為 事で あるが、 今日で は 

「食す」 を 「食 ふ」 の 敬語で あると 見て、 食 国と は、 天 

皇の 召し 上り 物 を 出す 国、 と 固定して しか 解せられ ぬ 



います、 いはた ゝす すくな 御 神の、 豊 ほき、 ほ 

きもと ほし、 神 ほき ほきく る ほし、 まつりこし 

御酒 ぞ (仲哀 天 皇紀) 

と ある 其 まつる は、 正確に 訳す るなら ば、 豊 ほきして 

まつり 来し、 神 ほきて まつり 来し 御酒の 意で、 これく 

の 詞を唱 へての 意で ある。 まつりの 最古い 言葉 は、 此 

であらう。 其が 段々 変化して、 遂に は 「仰せ 事の 通リ 

に 出来ました」 と 云って、 生産 品 を 奉って、 所謂 食 国 

の 祭事 をす るの が、 奉る 即 まつる 事に なった ので ある _ 

即 覆 奏で、 ま をす と 転じた の だ。 まつる が 奉る であ 

ると いふ 事 は、 既に 旧師 自身、 其処まで 解釈 をつ けて 



に 生産 品 を 捧げる 祭りと 離れて、 唱へ言 を 省く 様にな 

つた。 併し、 根本 は 殆ど 変らない のであって、 こ、 ま 

で 来れば みこと もちの 思想 は、 まだく 展開して 行つ 

て、 此が 逆に、 隠居 権 ゃ下尅 上の 気質 を 生んだ の だ。 

次に は、 少し 方向 を 変へ て 見たい。 

みこと もち をす る 人が、 其 言葉 を唱 へる と、 最初に 其 

みこと を 発した 神と 同格になる、 と 云 ふ 事 を 前に 云つ 

たが、 更に 又、 其 詞を唱 へる と、 時間に 於て、 最初 其 

が唱 へられた 時と おなじ 「時」 とな リ、 空間に 於て、 

最初 其が 唱 へられた 処 とおな じ 「場 処」 となる ので あ 

る。 つまり、 祝詞の 神が 祝詞 を宣 ベた の は、 特に 或 時- 



は、 万 葉の 歌の 中に 出て 来る 事で、 普通に は 「あき か 

へし」 と訓 まれて ゐ るが、 又 「あき か はり」 とも 訓ま 

れる。 

アキ 力 へ シ 

商 変、 しろす とのみ のり あらば こそ、 我が 下 ごろ 

も、 かへ し si らめ (万葉集 巻 十六) 

とい ふの が 其 歌で、 此 意味 は 古来 明瞭に わかって ゐ る。 

此 「商 変」 とい ふの は、 貸借 行為の 解放であって、 一 

たび 其 詔勅が 下れば、 一 切の 債権 • 債務が 帳消しと な 

るので ある。 そこで、 其 関係 を 男女の 関係に 当てはめ 

て、 軽い 皮肉 を 云った のが 此歌 である。 こ、 に 「みの 

り」 と あるの は、 朝廷からの 命令の 事で、 憲法 を 「み 



のり」 と訓 むのと、 意味に 於て おなじ ことで あるが、 

畢竟 此も 祝詞で あ つ た のが 原形 だと 見て よい。 

商 変の みのりの 思想 は、 察する ところ、 春の 初めに、 

天皇陛下が 高 御座に 上って、 初春の 頌詞 を宣ら せられ 

ると、 又、 天地が 新になる とい ふ 思想から、 出て ゐる 

ので あらう。 後に は此 宮廷 行事が、 御 即位の 時 だけし 

かなくな つたが、 高 御座 は、 天皇陛下が、 天神と おな 

じ 資格に なられる 場所で ある。 一た び 其処へ お登りに 

なれば、 その 宣らせ 給 ふお 言葉 は、 直ちに、 天神 自身 

の 言葉で ある。 そして 其お 言葉が 宣られ る ことに 依つ 

て、 すっかり、 時間が 元へ 復 るので ある。 商 変の^^ 



として、 其処に 源 を 発して ゐる事 は、 争 はれない と 思 

ヽ o 

次に 又、 みこと もちの 思想から 演鐸 される の は、 をち 

の 思想で ある。 此は、 言 ひか へれば、 不老不死と いふ 

意味で、 呪詞 信仰と 密接の 関係が ある。 いつでも、 

元始に 戻る 唱へ言 をす るから、 其 度 毎に、 新しい 人に 

なって、 永久 不滅の 命 を 得る ので ある。 武 内宿禰 が、 

三百 余 歳の 寿 を 保った とい ふの も、 其で ある。 而も 此 

人 は、 本宜 歌の 由来 を繫 けられて ゐる。 長生す るの も、 

尤 である。 其 外、 民間の 伝承で は、 倭 媛 命. 八 百 比丘 

尼 • 常陸坊 海 尊な どが、 何れも 皆 長生して ゐる、 とせ 



ふる 所に 依る と、 あの 物語 は、 箱 根 権現の 信仰から 生 

れ たので あると いふから、 最初に 熊 野の 信仰 を、 何人 

か、 V 箱 根に 移して 来て、 其 を 伊豆山と 関聯 させて、 こ、 

に 東西に、 二つの 熊 野が 出来た もので あらう。 相 摸の 

二 所 権現 は、 熊 野から 来て ゐる もので、 其処 を 根拠と 

する、 一 種の 熊 野 比丘尼の 一 類が、 曾 我物 語 を 生み出 

したので ある。 其 等 は 皆 虎 ごぜと 同じく、 熊 野 系統と 

見られる ものである。 ところが、 此熊野 比丘尼 は、 注 

意して 調べて 見る と、 何 寿と いふ 名の 者が 多い。 譬へ 

ば、 清 寿の 如き は 其で ある。 此は、 観音 信仰から 出て 

ゐ るので あらう と 思 はれる が、 お 夏 清 十 郎の清 十郎と 



それから 今一 つ、 みこと もちの 事に 関聯して 注意した 

いのは、 わが国で は、 女神の 主神と なって ゐる 神社の、 

かなり 多い 事で ある。 此は 多く 巫女 神で、 ほんとうの 

神 は、 其 蔭に 隠れて ゐ るので ある。 此 女神 主体の 神社 

は、 今日で も 尚 多く 残存して ゐ るが、 最初 は 神に 奉仕 

する 高級 巫女が、 後に は、 神の 資格 を 得て 了うた ので 

ある。 彼女 等 は その 職掌 上、 殊に 人間と 隔離した 生活 

をして ゐ るから、 ほんとうの 神に なって 了 ふので ある。 

ナカ ッス メラ ミコ卜 

宮廷で は 中 天 皇 —— 又は 中皇命 —— が、 それに 当 

ら せられる。 此は 主として、 皇后陛下の 事 を 申したら 

しく、 後に は、 それから 中宮. 中宫院 など、 とい ふ 称 



神の 唱へ言 を 受け継がれる 為に、 ある 時期 だけ、 神と 

なられる ので あるが、 後に は此 に、 別種の 信仰 即、 魂 

の 信仰が 結びついて、 唱へ言 をす ると、 神の 魂が つい 

て 来る、 とい ふ 観念が 生れた。 神前に 供へ た 食物 を 喰 

ベても、 ついて 来る ものと 信じて ゐた。 

昔、 わが国で は、 たま ふりと いふ 事が 行 はれた が、 其 

原意 はや はり、 魂 を 固 著させる 事で ある。 其が 後に は、 

鎮魂 即、 たま しづめ とい ふ 様な 思想に 変化す るが、 其 

までの 間に、 魂が^、 魂 を ふやすな ど の 思想が、 存 

在した のであって、 恩 賫即、 奈良朝 前後の 「みたまの 

ふゆ」 など、 いふ 言葉 も、 其処から 生れて 来て ゐ るの 



である。 

かう いふ 意味で、 神に 食物 又は、 類似の 物 を 捧げる と 

いふ こと は、 相互の 魂の 交換 を 図る 為で ある。 出 雲 国 

造 神 賀詞な ども、 其 氏の 人が、 服従 を 誓 ふ 為に、 唱へ 

言 をす ると 同時に、 其 魂が 先方へ 附 くので あるが、 其 

だけで は 物足りな いので、 魂 は 其 食物に つく、 とい ふ 

古い 信仰に 随 つて、 食物 を 捧げ、 氏々 の 祝詞 を唱 へて、 

魂 を 呼ぶ 事に なった。 鏡餅. 水 • 粢 • 醴. 握り飯な ど、 

様々 の 供物 を 捧げる 根 原 は、 こ、 にある。 つま リ 両方 

面 を 兼ねて、 魂 を 捧げる、 とい ふ 事に なった ので ある。 

だから、 唱へ言 は、 其唱 へられる 人々 から は、 寿 詞即、 



説せられ てゐ るが、 のりとと は、 初春に 当って、 天皇 

陛下が 宣 処即、 高 御座に 登られて、 予め 祝福の 詞を宣 

り 給 ふ、 其 場所の ことで ある。 つまり、 のりと 屋 • M 

りと 座の 意味で ある。 天皇陛下が 神の 唱へ言 をされ て、 

大倭 根子 天皇の 資格 を 得させ 給 ふ 場所が、 即 「のりと」 

である。 そして 其 場合に、 天皇陛下の 宣らせ 給 ふ 仰せ 

詞が 「のりと ごと」 である。 最初に は、 予めの 祝福、 

即 「ことほぎ」 であった が、 次第に 其が 分化して、 後 

に は 讃美の 意味に もな り、 感謝の 意味に も 転じた。 

サカ ホカヒ 

酒 楽な ども、 最初 は、 酒 を 醸す 時の 祝福の 詞 及び、 其 

に 伴 ふ 舞踊で あつたので あるが、 後に は、 其 醸された 



を 建てた ので はなく、 ある もの を 柱と 見立て、、 祝福 

したので あると 見たい。 淡 島 を 腹と して 国 生み をす る、 

とい ふ 事 も、 昔から 難解の 句と せられて ゐて、 或 学者 

は、 此を 「長男と して」 の義に 解した が、 誤りで ある。 

国 を 生む に は、 生むべき 腹がなければ ならぬ。 そこで、 

其 腹 を 淡 島に 見立てられて、 国 を 生ませられ たので あ 

る。 即、 此も 一種の 「見立て」 思想な ので ある。 

この 「見立て」 の考へ は、 祝詞の 考へ . 新 室の ほか ひ 

の考へ • 大殿 ほか ひの 考 へと、 互 ひに 聯 関して ゐるも 

のであって、 殊に 其 中心 勢力に なって ゐる もの は、 祝 

詞 であるから、 祝詞の 研究 を 十分に したならば、 今 ま 
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